
お絵描きしてみよう！

保育の振り返り

1月の製作のだるまを作るため、画用紙に好きな絵を描きました。みんなそれぞれ好きな色のクレヨンを持って、ぐるぐると丸を描いたり、
「アンパンマン！」と自分で描いたアンパンマンを見せてくれたり好きなように色んな絵を描きました。（豊かな感性と表現）友達同士で
絵を描き合いっこしている子がいて「何描いてるの？」と保育者が声をかけると「アンパンマン！」と元気よく画用紙いっぱいにアンパン
マンの絵を描いている姿がありました。お絵描きでは、自分の思いや保育者とも会話ができ深くかかわることができます。（言葉による伝
え合い）お絵描きをすることによって、自分が思っていることを表現することができ、アンパンマンを自分で描くときは、「アンパンマン
はどんな顔かな」と声をかけると「こんな顔！」とアンパンマンの顔を想像して自分で描いている子がいました。友達の為にアンパンマン
を描いている子もいて子ども同士で何を描くか決め、子ども同士でも関りが深くなります。（協同性）お絵描きをすることで自分の気持ち
や想像して描くことが広がっていくし、子ども同士の関りや保育者との関わりも増えるのでこれからもお絵描きを楽しんでいきたいです。

対象児：1歳児ばら組
作成者：三好璃音
作成日：1月26日

ねらい：表現力や想像力を養う。


